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不要になった広報誌は、「その他古紙」として
古紙回収日に出してください。
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毎
年
４
月
18
日
に
、
今
津
町
酒さ

な
み波

の

日ひ

置お
き

神
社
、
北き

と
げ仰

の
津つ

の野
神
社
両
社
の

春
の
祭
礼
で
あ
る
川
上
祭
が
行
な
わ
れ

ま
す
。
氏
子
の
対
象
範
囲
は
か
つ
て
川

上
庄
と
呼
ば
れ
た
現
在
の
今
津
町
北
部

か
ら
マ
キ
ノ
町
の
一
部
に
広
が
っ
て
い

て
、
市
内
の
春
の
祭
礼
の
中
で
は
比
較

的
祭
礼
日
が
早
い
こ
と
か
ら
、
高
島
市

に
春
を
告
げ
る
祭
り
と
し
て
紹
介
さ
れ

る
こ
と
も
よ
く
あ
り
ま
す
。

 　
は
じ
ま
り
は
い
つ
か
ら
？

　

川
上
祭
が
い
つ
か
ら
始
ま
っ
た
の

か
、
そ
れ
を
明
確
に
記
す
資
料
は
今
の

と
こ
ろ
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。た
だ
、

江
戸
時
代
に
記
さ
れ
た
「
大お

お
え
ほ

江
保
記
録

写
」（『
日
置
神
社
文
書
』）
に
は
、
岩い

わ

剣つ
る
ぎ社

（
日
置
神
社
）
の
祭
礼
が
、
平
安

時
代
の
長ち

ょ
う
り
ゃ
く暦

３
年
（
１
０
３
９
年
）
４

月
に
行
な
わ
れ
た
と
い
う
記
載
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
他
の
古
文
書
に
よ
る
と

天
文
３
年
（
１
５
３
４
年
）
に
川
上
庄

内
の
村
を
５
つ
の
組
に
分
け
て
、
祭
り

の
当
番
を
順
番
に
回
す
こ
と
に
な
っ
た

と
い
い
、こ
の
時
に
５
つ
の
組
分
け
と
、

祭
礼
の
作
法
等
が
改
め
て
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
川
上

祭
は
平
安
時
代
に
始
ま
り
、
室
町
時
代

に
は
、
現
在
の
祭
り
の
組
織
に
つ
な
が

る
組
分
け
が
確
立
さ
れ
、
祭
り
が
運
営

さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
で

き
ま
す
。

　
ま
た
、
時
代
は
下
が
り
ま
す
が
、
祭

礼
の
内
容
を
記
し
た
資
料
と
し
て
は
、

大
正
時
代
こ
ろ
に
書
か
れ
た
と
思
わ
れ

る
「
津
野
神
社
祭
礼
沿
革
誌
」（『
津
野

神
社
文
書
』）
な
ど
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
祭
礼
日
は
上
の

宮
（
日
置
神
社
）
は
４
月
初は

つ
う
ま午

の
日
、

下
の
宮
（
津
野
神
社
）
は
４
月
初は

つ
さ
る申

の

日
、
と
い
う
よ
う
に
日
干
支
に
よ
っ
て

定
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
明
治
５
年

に
干
支
に
よ
る
決
定
を
廃
止
し
、
上
の

宮
は
４
月
21
日
、
下
の
宮
は
23
日
が
例

祭
日
と
な
り
ま
し
た
。さ
ら
に
そ
の
後
、

大
正
２
年
（
１
９
１
３
年
）
に
、
両
社

高
島
市
に
春
を
告
げ
る

川か

わ

　

か

み

　

ま

つ

り

上
祭

踊り子

大幟（おおのぼり）

あ
わ
せ
て
の
祭
礼
が
18
日
に
な
り
現
在

に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
「
津
野
神
社
祭
礼
沿
革
誌
」
に
よ
る

と
、
明
治
時
代
に
は
、
神み

こ
し
と
ぎ
ょ

輿
渡
御
の
行

列
に
天
狗
・
剣け

ん

鉾ぼ
こ

・
扇せ

ん
す
ぼ
こ

子
鉾
・
獅し

し
が
し
ら

子
頭

が
供ぐ

ぶ奉
し
、
馬
場
（
祭
礼
場
）
で
は
、

競
馬
や
餅
ま
き
が
行
な
わ
れ
て
い
た
と

の
こ
と
で
す
。
恐
ら
く
、
現
在
よ
り
も

さ
ら
に
に
ぎ
や
か
な
祭
り
で
あ
っ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。

　
古
式
を
伝
え
る
こ
と
で
知
ら
れ
、
滋

賀
県
選
択
無
形
民
俗
文
化
財
で
あ
る
川

上
祭
も
、
長
年
の
間
に
徐
々
に
祭
礼
日

や
行
事
の
変
容
を
受
け
入
れ
、
現
在
の

祭
り
の
姿
に
な
っ
て
き
た
よ
う
で
す
。

　先日、高島森林体験学校「親子で作る学
習机」の取材に伺いました。この事業は、
参加者の体験活動を通して、木材の有効活
用を進めるもので、伐採から机の製作に至

る工程を全４回で行っています。今回はその最終段階
でした。昨夏に参加者が汗を流し伐採した杉の木は、
製材され、地元大工さんらの指導を受けながら、めい
めいに加工し、組み立てていきます。でき上がった机
は、何とも言えない温かみのある、量販品にはない輝
きを放っていました。人の心と地域の遺伝子が詰まっ
た、“オンリーワンの逸品”です。「僕もこんな机が欲
しいな」と少しうらやましく思った瞬間でした。▼４
月、新しい仲間との出会い、夢と希望が膨らむ季節で
す。子どもたちはいろんな可能性に臆することなく
チャレンジして欲しい。私、おじさんもワクワクする
未来へ一歩踏み出そう！！（Y)


